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提案理由を述べる川野町長

閻謹戟欝◎垂鯵も◎ � 
◆資源ごみ中間処理及び再生処理業務委託料に 

………………………………………………1，323万円 

◆垂之口川排水施設の整備工事費に 
………………………………………………　5，500万円 

◆蒲生田通線の改良工事費に 
…………………………………………1億7，720万円 

◆柁城小学校低学年用プールの設置工事費に 

549万円 
◆台風による町道川床線の法面崩壊など4路線の工事請負費に 

………………………………………………1，450万円 

◆台風による農地、農道、施設等の復旧に要する工事請負費に 
………………………………………………1，900万円 

田

◆
平
成
十
五
年
度
八
会
計
決
算
を
認
定

◆
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

二
億
九
千
五
百
八
十
六
万
七
千
円
を
遇
抑
し
、

総
額
は
八
十
一
億
五
千
五
百
八
十
七
万
四
千
円
に

平
成
十
六
年
第
三
回
加
治
木
町
議

会
定
例
会
は
、
九
月
七
日
か
ら
十
月

八
日
ま
で
、
三
十
二
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
に
伴
う
各
種
組
合
等

の
規
約
変
更
や
、
財
産
処
分
関
連
二

十
五
件
、
加
治
木
町
印
鑑
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

加
治
木
町
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
条
例
改
正

関
連
二
件
を
可
決
。

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
や
特
別

会
計
な
ど
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
四
会
計
の
補
正
予
算
を
原
案

ど
お
り
可
決
。
ま
た
、
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
平
成
十
五

年
度
一
般
会
計
や
水
道
事
業
会
計
、

（

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
な
ど
、
八
会
計
の

十
五
年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
加
治
木
町
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
に
、
現
委
員
の
永
吉
清

美
氏
、
西
迫
雅
子
氏
、
海
老
原
博
子

氏
、
久
永
繁
夫
氏
、
萩
義
隆
氏
の
五

名
を
引
き
続
き
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
二
億
九
千
五
百
八
十
六
万
七
千
円

を
追
加
し
、
総
額
八
十
一
億
五
千
五

百
八
十
七
万
四
千
円
と
す
る
な
ど
、

議
案
四
十
三
件
、
報
告
一
件
、
陳
情

二
件
、
請
願
一
件
、
発
議
三
件
を
審

議
、
可
決
し
ま
し
た
。
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一　重　“Ei臆∃誰 �〃 �一m，． � � �○ �Zlg �○ ▲ �算 
－ �－ �回 ��斤鵡 

デ税1億486万7千円（1．5％） �自主財源 

き付会1，981万6千円（0．3％） �27億2－850万2千円 

華税交付金2億798万2千円（3．0％） �（39．8％＿） 

利用税交付金2，349万4千円（0．3％） 買得税交付金2，901万1千円（0．4％） 利交付金7，639万2千円（1．1％） 激寸策特別交付金591万5千円（0．1％） � 

8888888888聞国軍琵・言辛酸率8g �町税 〝、ご二． �20億7，5187 

鵜0万円（11・7％）　　　　平誤度 � 

県支出金　　　　　　　　　　　　　　　68億5，339万5千円 � 
3億9，838万2千円（5．8％） �使用料及1 

国庫支出金 �2億1，540” 

4億5，350万9千円（6．6％） � 

地方交付税 20億652万5千円（29．3％） 　依存財源 　41億21489万3千円 （60．2％‾） �分担金及び負 財産収入1，2〔 繰入金1億3，2 繰越金1億1，（ 諸収入6，508 寄附金116万 

万9千円（30．3％）

担全1億994万7千円（1．6％）

（0．2％）

（1．9％）

（1．7％）

91万5千円

228万1千円

651万7千円

1千円（0．0％）

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
決
算

実
質
収
支
は

一
億
三
千
八
百
八
十
八
万
円
の
黒
字

覇
笠
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駁
楽
観
藍

駁「

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
…
‥

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
町
財
政
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ

る
地
方
税
の
伸
び
悩
み
や
、
地
方
交

付
税
の
減
額
で
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
国
の
施
策
や
景
気
動

向
等
に
考
慮
し
っ
つ
、
健
全
財
政
堅

持
を
基
本
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
な
配
分
に
努
め
、
節
度
あ
る
財

政
運
営
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総

額
六
十
八
億
五
千
三
百
三
十
九
万
五

千
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
六
十
四

億
七
千
八
百
八
十
三
万
八
千
円
で
、

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
は
、
三
億
七
千
四
百

五
十
五
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
の

三
千
五
百
六
十
七
万
七
千
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
三
億
三
千

八
百
八
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳
は
？

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
、
依

存
財
源
に
分
類
す
る
と
、
自
主
財
源

が
三
十
九
・
八
％
、
依
存
財
源
が
六

十
・
二
％
で
、
自
主
財
源
の
大
部
分

を
占
め
る
町
税
は
二
十
億
七
千
五
百

十
八
万
九
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

五
千
四
百
十
九
万
八
千
円
、
率
に
し

て
二
・
五
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
大
き
い

地
方
交
付
税
は
二
十
億
六
百
五
十
二

万
五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
億

一
千
七
百
十
一
万
円
、
率
に
し
て

九
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

割
触
割
引
制
調

使
わ
れ
た
の
で
す
か
？

目
的
別
歳
出
決
算
で
構
成
比
の
最

も
大
き
な
も
の
は
、
民
生
費
が
十

九
・
六
％
、
次
に
衛
生
費
が
十
五
・

四
％
、
公
債
費
が
十
四
・
二
％
、
総

務
費
が
十
四
・
一
％
、
教
育
費
が
十

三
・
二
％
、
土
木
費
が
八
・
〇
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
前
年
度
比

三
・
五
％
即
減

性
質
別
決
算
状
況
で
構
成
比
の
最

も
大
き
な
も
の
は
人
件
費
で
二
十

六
・
二
％
を
占
め
、
次
い
で
物
件
費

が
十
四
・
七
％
、
公
債
費
が
十
四
・

二
％
、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事

業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
等
）
　
が
十

一
・
七
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。



用語説nH

………歳　入・・・……

●自主財源

町独自で確保できる町

税や手数料、使用料等。

●依存財源

国から交付される地方

交付税や地方消費税交付

金、国や県からの支出金

等。

●地方交付税

国民の負担する税を一

定の割合で町の財政需用

に応じて国が交付するお

金。

………歳　出・……・・

●教育費

教育委員会、小・中学

校、社会教育等のすべて

の教育関係の経費。

●民生費

住民が一定水準の生活

と、安定した社会生活を

保障するのに必要な経費。

●衛生欝

住民が健康にして衛生

的な生活環境を保持する

ための経費。

●公債費

町債の元金や利子の償

還金。

●物件費

賃金や旅費などの事務

的経費及び高熱水費や電

話料などの管理的経費。

維持補修費 �義務的経謡 
6，085万8千円（0．9％） 積立金 46万2千円（0．0％） �33億4，507万4千 （51．6％） 

投資及び出資金・貸付金 1，287万4千円（0．2％） 擢余。1万4千円（9．7％）訪 その他の経辞－ 23億7、501万6千円 � 

（36．7％） �人件華 

鷲藷盲11．。％　　　昔5苦 �16億9 （26．2 

物件費　　64億7・883万8千円 　　∴｛・1 　　・享 �公侶 9億 （14 

2，984万5千円（0．4％）　　　　　　　　”誉 � 

普通建設事業費 � 
7億2・890万3千円（11・3％）投資的経質 � 

7億5，874万8千円 �扶助費 

（11．7％）　　　　　　　　　　　　　　　　　7億3，327万2円（11．3％）

ヾ語感08等盛事欝◎垂㊧離籍闇ヾ 
◆乳幼児医療費助成金に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，309万9千円 
◆塵芥収集業務委託料に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，114万2千円 
◆小山田ふれあい交流施設等建設工事に　　　　　　　　　　　　　2，419万8千円 
◆町排水対策計画策走業務委託料に　　　　　　　　　　　　　　1，314万3千円i 
◆小・中学校図書室へのエアコン設置に　　　　　　　　　　　　　　　655万8千円 
◆弓道遠的場設置工事費に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　849万9千円 

経
　
書
　
投
　
繰



「お知らせ」が電話で開けます。鰭蒋欝懇義舶

臆臓会計t≒夢tナ手間民負担等の状況
住民基本台帳人口：22，866人（平成15年4月1日現在）

町民一人当たりが負担する税額 
ノーi‾ �� � � � �� 

十〇 立直 」：＿苗－ �〇 四∴i図の 因の � �” �匿熱 nTTTT閏 �” �∴幸手∴ ＼ �：〃〇 〇〇〇　　●看 

軽自動車税 1，650円 ��町たばこ税 5，094円 町民税 36，059円 �固定資産税 45，011円 �����都市計画税 2，941円 �叫ICq　［ 

町民一人当たりに使われるお金 

′、′ヽ ヽ、ー■ �l● 喪寡 o �数億 �くe …劃 し 衛生費 ���′Jr 、d �ヽlIll 曳冨 〇月L－じ 商工費 

i；・ 議会費 ��γ 民生費 ����　－i．′ 萎蒙％搾 農林水産業費 

総務費 
5，505円 �40，061円 �55，586円 �43，723円 ���21，399円 �2，033円 

〃EO°＝＝ 一一／／案 �G．・ ／“ 消防費 �ヽ－ノ 教育費 �、ミューt＿． ○蓑園襲割怜 紹開墾話語 茸萱撃 ���蟹 �：〃〇 〇〇〇　　●S 

土木費 ���災害復旧費 ���公債費 �●　　　●○○ ●　　　　SS 

22，798円 �13，442円　　　　　37，379円 ��1，295円 ���40，120円 

平成15年度　特別会計決算

会　　計　　区　　分 �歳　　　入 �歳　　　出 

簡　易　水　道　事　業 �7，193万6千円 �7，131万3千円 

地　域　下　水　処　理　事　業 �2，385万7千円 �2，351万5千円 

国　民　健　康　保　険 �19億4，668万2千円 �19億3，155万9千円 

老　人　保　健　医　療 �29億4，933万6千円 �29億2，880万7千円 

介　　　護　　　保　　　険 �14億325万3千円 �13億8，576万8千円 

農林業労働者災害共済事業 �145万6千円 �125万円 

平成15年度　水道事業会計決算

収　　益　　的　　収　　支 �（水道事業収益） �（水道事業費用） 
3億9，463万2千円 �3億2，967万1千円 

資　　本　　的　　収　　支 �（資本的収入） �（資本的支出） 
3，418万2千円 �1億4，533万1千円 
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抑油木町職員の給与等について
加治木町職員の給与等について、その状況をお知らせします。

●職責の給与の状況
○人件費の状況（平成15年度の普通会計決算）

住民基本台帳人口（平成15年度末） �歳出額（A） �実質収支 �人件費（B） �人件費比率（B／A） 

23，024人 �6，478，838千円 �338，880千円 �1，694，412千円 �26．2％ 

○職員給与費の状況（平成16年度一般会計当初予算）

職員数（A） （平成16年4月1日） �給　　　　　　　　　与　　　　　　　　費 ����一人当たりの給与費 （B．A） 

給　　　　料 �期末・勤勉手当 �職員手当 �計（B） 

190人 �781，049千円 �319，805千円 �98，637千円 �1，199，491千円 �6，313千円 

（注）職員の給与費は、人件費から共済組合・退職手当組合負担金、特別職の給料、報酬を除いたものです。

○職員の初任給の状況（平成16年4月1日現在）

区　　　　分 ��本　　　　　町 ��県 

初　任　給 �採用2年経過日給料額 �初　任　給 �採用2年経過日給料額 

一般行政職 �大　学　卒 �160，200円 �184，400円 �170，700円 �184，400円 

高　校　卒 �138，800円 �154，300円 �138，800円 �148，500円 

○職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成16年4月1日現在）

区　　　　分 ��経験年数10年 �経験年数15年 �経験年数　20年 

一般行政職 �大　学　卒 �262，600円 �333，200円 �370，200円 

高　校　卒 �211，300円 �262，100円 �333，200円 

（注）該当する経験年数に在職する職員がいないところは、直近の職員の階層から推計しています。

O「一般行政職」級別職員数の状況（平成16年4月1日現在）

区　　分 �1級 �2級 �3級 �4級 �5級 �6級 �7級 �8級 �合　計 

標準的な職務内容 �主事補 �主事 �相当な経験を 有する主事 �主任主事 �係長 �主幹 �課長補佐等 �課　　長 

職　　員　　数 �2人 �8人 �14人 �10人 �14人 �28人 �46人 �16人 �138人 

構　　成　　比 �1．5％ �5．8％ �10，1％ �7．3％ �10．1％ �20．3％ �33．3％ �11．6％ �100．0％ 

1年前の構成比 �0．7％ �6．8％ �6．8％ �10．5％ �3．0％ �24．8％ �33．1％ �14．3％ �100．0％ 

（注）1　職員の給料に関する条例に基づく級別区分による職員数です。
2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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○特別職の報酬等の状況（平成16年4月1日現在）　○職員の平均年齢の状況（平成16年4月1日現在）

区　　分 �月　　額 �期末手当 

給 料 �町　　　　長 �863，000円 �支給割合 6月期1．60月分 12月期1．70月分 計3．30月分 
助　　　　役 �682，000円 

収　入　役 �643，000円 

報 酬 �議　　　　長 �342，000円 副　議　長 �282，000円 

常任委員長 �274，000円 

議　　　　員 �256，000円 

○職員手当の状況（平成16年4月1日現在）

区　分 �一般行政職 ��技能労務職 
平均給料月額 �平均年齢 �平均給料月額 �平均年齢 

本　町 �347，300円 �42．7歳 �337，000円 �45．3歳 

県 �358，200円 �41．6歳 �328，000円 �42．3歳 

（注）1　県については平成15年4月1日現在のデータです。
2　平均給料月額は，本町，県それぞれ在職している

職員の平均年齢で示しています。

区　　　分 ��期末手当 �勤勉手当 �国 

期末・勤勉 手　当 �6月期 �1．40月分 �0．70月分 �同じ 12月期 �1．60月分 �0．70月分 

計 �3．00月分 �1．40月分 

職制上の段階などによる加算措置　有 

退職手当 �支給率 �自己都合 �定　年 �同じ 

勤続20年 �21．00月分 �34．65月分 

勤続25年 �33．75月分 �44．55月分 

勤続35年 �47．50月分 �62．70月分 

最高限度額 �60．00月分 �62．70月分 

その他の定年前早期退職特別措置 ���同じ 
（2％一20％） 

○特殊勤務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合 ��16．6％ 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 ��20，970円 

手 �税務手当 � 
防疫手当 
行旅病人及び行旅死亡大敵扱手当 

当 �現金出納手当 
母子指導員手当 

の �特殊自動車乗務手当 

名 �消防自動車乗務手当 
業務手当 

称 �検針手当 
停水手当 
水中作業手当 

〇時間外勤務手当

区　　分 �支給総額 �職員1人当たり支給年額 

平成15年度 �39，996千円 �240，939円 

平成14年度 �35，385千円 �213，162円 

○職員の定員の状況〔定数205名〕

平成16年4月1日現在　　6名欠員

区分 �本　　　　町 �国 

扶 �配偶者　　　　　　　　　　　　　　13，500円 �同　じ 
扶養親族2人まで、1人につき　　　6，000円 

扶養親族でない配偶者を有する場合 

養 手 �扶養1人目　6，500円 
2人目　6，000円 

配偶者がいない場合　　扶養1人目11，000円 

当 �2人目　6，000円 
その他の扶養1人につき　　　　　　　5，000円 

溝16歳～22歳までの子1人につき　　5，000円 

住 �借家借間で家賃を支払っている職員 �同　じ 
唐 手 �最高限度額　27，000円 �（自己所有 

当 �自己所有　3，000円 �は異なる） 

通 �公共交通機関利用者全額支給 �一部異なる 
勤 �交通用具使用者で通勤距離が片道2km以上 
手 �2，000円一　　以下、距離毎に異なる 
当 �最高15km以上10，000円 

○部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

区分 部門 ��職　員　数 ��増減 
平成15年 �平成16年 

一般行政部門 �議　　会 �3 �3 � 

総務企画 �46 �50 �4 

税　　務 �15 �14 �△　1 

民　　生 �23 �23 � 

衛　　生 �12 �12 � 

農林水産 �17 �17 � 

商　　工 �2 �2 � 

土　　木 �19 �17 �△　2 

小　　計 �137 �138 �1 

特別行政部門 �教　　育 �45 �44 �△　1 

公営企業等会 計部門 �水　　道 �11 �11 � 
国　　保 �5 �5 � 

下　　水 �1 �1 � 

合　　計 ��199 �199 � 
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優勝を喜ぶ木田第三地区のみなさん

か
じ
毒
ト
ビ
l
y
’
ス
＝
嚢
＝

第
五
十
六
回
町
民
体
育
祭

赤
星
諸
星
楊
塁
、
宇
目
等
覆
り
彊
壊
勝

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
、

第
五
十
六
回
町
民
体
育
祭
が
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
千
五
百
人
余
り
の
町
民
が
集

ま
っ
た
会
場
は
、
終
日
大
き
な
声
援

が
飛
び
交
い
、
五
つ
の
採
点
種
目
の

結
果
、
木
田
第
三
地
区
が
十
四
年
ぶ

り
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
大
会
プ
ラ
カ
ー
ド

に
続
い
て
町
内
十
三
地
区
の
選
手
と

体
育
協
会
専
門
部
員
が
堂
々
の
入
場

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

川
野
威
朗
大
会
会
長
が
「
地
域
の

親
睦
と
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
今

日
一
日
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と

選
手
た
ち
を
激
励
。
こ
れ
に
対
し
、

木
田
第
一
地
区
の
門
国
費
久
く
ん
が

「
歴
史
と
文
化
薫
る
加
治
木
町
民
と

し
て
、
精
一
杯
競
技
し
ま
す
。
」
と

力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い

て
、
九
州
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場

し
た
個
人
と
団
体
が
紹
介
さ
れ
、
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
加
治
木
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
で
元
気

良
く
ス
タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は
地
域

の
熱
い
声
援
を
背
に
受
け
な
が
ら
、

リ
レ
ー
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

【成績】
優
　
勝
－
木
田
第
三

二
　
位
－
竜
　
　
門

三
　
位
－
城
東
第
一

四
　
位
－
錦
江
第
一

五
　
位
－
錦
江
第
二

六
　
位
－
城
　
　
南

七
　
位
－
錦
江
第
三

八
　
位
－
木
田
第
一

九
　
位
－
木
田
第
二

十
　
位
－
永
　
　
原

十
一
位
－
城
　
　
西

十
二
位
－
城
　
　
北

十
三
位
－
城
東
第
二

【躍進賞】

竜
門
、
城
東
第
一
、

（
六
十
六
点
）

（
六
十
四
点
）

（
五
十
五
点
）

（
五
十
二
点
）

（
四
十
八
点
）

（
四
十
六
点
）

（
四
十
六
点
）

（
四
十
一
点
）

（
四
十
点
）

（
三
十
八
点
）

（
三
十
点
）

（
三
十
点
）

（
二
十
五
点
）

錦
江
第
三

恒
男
ス
ポ
ー
ツ
選
手

及
び

社
会
体
育
僅
良
団
体

【
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
個
人
】

○
今
昔
健
太
　
（
加
治
木
小
六
年
）
埼

玉
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
六
位
、
火
の
国
少
年
サ
ッ
カ
ー

ト
レ
セ
ン
九
州
大
会
準
優
勝

○
後
迫
佳
祐
（
加
治
木
中
二
年
）
県

中
学
総
体
陸
上
二
年
男
子
百
メ
ー

ト
ル
準
優
勝
、
九
州
総
体
男
子
百

メ
ー
ト
ル
第
五
位

○
上
松
瀬
さ
や
か
　
（
加
治
木
中
三

年
）
県
中
学
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

個
人
戦
優
勝
、
九
州
総
体
個
人
戦

第
三
位
、
全
国
総
体
個
人
戦
出
場

○
上
山
智
子
（
加
治
木
中
三
年
）
県

中
学
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
戦

優
勝
、
九
州
総
体
個
人
戦
第
三
位

全
国
総
体
個
人
戦
出
場

○
山
口
詩
織
（
加
治
木
工
業
高
校
一

年
）
県
高
校
総
体
弓
道
優
勝
、
全

国
総
体
準
優
勝

○
小
坂
友
里
（
加
治
木
工
業
高
校
三

年
）
全
国
高
校
陸
上
選
手
権
県
予

選
円
盤
投
げ
優
勝
、
南
九
州
地
区

予
選
大
会
出
場

○
永
江
啓
祐
（
鹿
児
島
商
高
三
年
）

全
国
高
校
陸
上
競
技
選
手
権
県
予

選
八
百
メ
ー
ト
ル
優
勝
、
南
九
州

予
選
第
五
位
、
全
国
大
会
出
場
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中
止

門　門　北　　南南原●第55回（平成15年）　中止

町
民
体
育
祭

ー
●
第
3
8
回
（
昭
和
飢
年
）

●
第
3
9
回
（
昭
和
6
2
年
）

÷
●
第
4
0
回
（
昭
和
6
3
年
）

一
●
第
4
1
回
（
平
成
元
年
）

m
m
●
第
4
2
回
（
平
成
2
年
）

ニ
●
第
4
3
回
（
平
成
3
年
）

「
●
第
4
4
回
（
平
成
4
年
）

二
●
第
4
5
回
（
平
成
5
年
）

●
第
4
6
回
（
平
成
6
年
）

●
第
4
7
回
（
平
成
1
年
）

－

I

I

＼

城
　
　
北

城
東
第
一

竜
　
　
門

木
田
第
三

木
田
第
三

錦
江
第
二

●
第
4
8
回
（
平
成
8
年
）

●
第
4
9
回
（
平
成
9
年
）

●
第
5
0
回
（
平
成
1
0
年
）

城竜竜

二
●
第
5
1
回
（
平
成
Ⅱ
年
）

…
●
第
5
2
回
（
平
成
1
2
年
）

城
　
　
北

城
東
第
一

中
止

●
第
5
3
回
（
平
成
1
3
年
）
錦
江
第
一

●
第
5
4
回
（
平
成
1
4
年
）
永

●
第
粥
回
（
平
成
1
6
年
）
木
田
第
三

※
1
3
地
区
の
対
抗
戦
と
な
っ
た
第
3
8

回
大
会
以
降
を
掲
載
。

○
井
上
翔
太
　
（
鹿
児
島
高
三
年
）
県

高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
戦

優
勝
、
全
九
州
大
会
団
体
優
勝
、

全
国
大
会
出
場

○
大
島
貴
幸
（
鹿
児
島
大
学
四
年
）

県
陸
上
選
手
権
大
会
四
百
メ
ー
ト

ル
ハ
ー
ド
ル
優
勝
、
千
六
百
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
優
勝
、
九
州
選
手
権

四
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
第
七
位

千
六
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
第
四
位

○
宮
嶋
ゆ
か
り

県
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
予
選
大
会

優
勝
、
九
州
大
会
第
三
位
、
全
日

本
ク
ラ
ブ
選
手
権
出
場

【
社
会
体
育
優
良
団
体
】

○
加
治
木
・
柁
城
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

全
九
州
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

県
予
選
準
優
勝
、
全
九
州
大
会
出

場
○
加
治
木
中
学
校
陸
上
都

県
中
学
総
体
陸
上
低
学
年
女
子
四

百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
準
優
勝
　
九

州
総
体
出
場

○
加
治
木
中
学
校
弓
道
部
女
子

県
中
学
校
弓
道
大
会
優
勝
、
九
州

大
会
出
場

○
加
治
木
中
学
校
野
球
都

県
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
優
勝
、

九
州
大
会
出
場

○
脇
園
ク
ラ
ブ

西
日
本
及
び
高
松
宮
賜
杯
軟
式
野

球
県
大
会
優
勝
、
西
日
本
及
び
高

松
宮
賜
杯
全
日
本
大
会
出
場
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商店主や行政を交えて討論

故・下猶驚異さんへ贈られた木杯（写真右）

（、ト 、∴言 上 �油魁 �I 一言 は∴lmi屯 ∴∴∴圭＋ 1一　軍＿ 

「 
加治木中学校生徒による太鼓踊り

i i 　…娃 �‾、’慧’噌 精義講、Å＿ 
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」 � 
ウオッチングマップを作成する参加者

元
帥
泥
木
町
議
会
議
員

下
露
蓑
へ
「
森
」
董
卓

昭
和
五
十
年
か
ら
十
五
年
六
箇
月
の
永

さ
に
わ
た
り
、
加
治
木
町
議
会
議
員
を
務

め
ら
れ
、
八
月
十
五
日
に
死
去
さ
れ
た

故
・
下
猶
篤
男
さ
ん
に
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
「
木
杯
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
十
月
十

八
日
、
町
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
娘

の
永
田
知
子
さ
ん
へ
川
野
町
長
か
ら
木
杯

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
下
猶
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
五
十
年
五
月
、
加
治
木
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
、
以
来
、
昭
和
六
十
一
年

十
一
月
ま
で
及
び
昭
和
六
十
二
年
五
月
か

ら
平
成
三
年
四
月
ま
で
の
併
せ
て
十
五
年

六
か
月
の
永
き
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
ら

れ
、
本
町
の
産
業
振
興
や
住
民
福
祉
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

に
や
さ
し
い
買
い
物
を
学
習

三
レ
ジ
袋
、
い
茎
せ
ん
」

環
境
の
こ
と
を
考
え
る
学
習
会
と
対
話

集
会
が
十
月
十
八
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
身
近
な
買
い
物
を
通
し
て
環
境

に
つ
い
て
考
え
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
よ
う
と
、
町
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
（
上
村
ノ
ブ
子
会
長
）
が
呼
び

掛
け
て
実
施
し
た
も
の
。
集
ま
っ
た
約
六

十
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
日
常
の
買
い
物

に
つ
い
て
自
己
点
検
を
行
い
、
商
店
主
や

行
政
を
交
え
て
対
話
を
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
「
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し

た
ら
」
「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
持
参
者
に
は
特

典
を
」
「
学
習
会
を
も
っ
と
開
い
て
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
マ
イ
・
バ
ッ
グ
運
動

の
輪
を
町
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
確
認
し

ま
し
た
。

鰹
帥
講
評
．

西
別
府
・
辺
川
地
区
集
落
探
検
隊

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
が
九
月
十
八
日
、

西
別
府
地
区
公
民
館
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
、

地
区
の
評
議
員
や
育
成
会
、
小
学
生
な
ど

総
勢
七
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
四
班
に
分
か
れ
、
地
図

を
片
手
に
現
地
案
内
人
さ
ん
と
共
に
集
落

探
検
に
出
発
。
史
跡
や
名
所
、
農
地
の
整

備
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
自
分
が
感
じ
る
問
題
点
や
魅
力
等
を

地
図
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
探
検
後
、

公
民
館
で
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
各
班
毎
に
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
、
調
査
結
果
を
基
に
地
区
の
将
来

像
を
描
き
、
農
村
振
興
基
本
計
画
書
に
ま

と
め
る
予
定
で
す
。

生
が
県
民
文
化
祭
に
出
演

乗
鞍
踊
り
」
を
堂
々
と
暇
露

国
際
的
な
視
野
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

と
青
少
年
の
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
、
県
民
文
化
祭
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
が

十
月
十
七
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
加
治
木
中
学
校
の

太
鼓
踊
り
を
は
じ
め
、
姶
良
町
や
横
川
町

の
少
年
少
女
合
唱
団
、
隼
人
町
の
日
本
太

鼓
ひ
び
き
の
会
ジ
ュ
ニ
ア
、
指
宿
市
の
小

牧
ち
ょ
い
の
ち
ょ
い
踊
り
保
存
会
な
ど
が

出
演
。
ま
た
、
海
外
か
ら
香
港
青
年
弦
楽

団
が
特
別
出
演
し
ま
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
も
歌
や
踊
り
を
堂
々
と

披
露
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
み
な
光
り

輝
き
、
演
目
が
終
了
す
る
た
び
に
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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勇足作業を行うシルバー人材センターの作業員

新鮮野菜がとぶように売れました
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し
い
交
流
の
場
誕
生

浩
木
と
打
た
で
市
』
は
じ
ま
る

地
産
地
消
を
通
じ
、
新
し
い
交
流
の
場

を
作
ろ
う
と
「
加
治
木
と
れ
た
て
市
」
が

十
月
九
日
、
ふ
れ
あ
い
物
産
館
前
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
く
て
新
鮮
な
野
菜
や
水
産
品
、
手
作

り
菓
子
な
ど
を
買
い
求
め
る
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
東
青
原
の
山
本
節
子
さ

ん
は
「
何
と
言
っ
て
も
新
鮮
さ
が
魅
力
。

ま
た
来
月
も
来
ま
す
よ
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

市
を
開
催
し
た
堂
免
文
良
実
行
委
員
長

は
「
町
民
の
み
な
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
。
」
と
豊
富
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
市

は
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
、
物
産
館
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

す。

シ
テ
ィ
ア
で
勇
足
作
業

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

加
治
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
岩
崎
京
事
務
局
長
）
　
の
作
業
員
八
人
が

十
月
十
五
日
、
役
場
敷
地
内
に
植
栽
さ
れ

て
い
る
樹
木
の
発
走
作
業
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
広

く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
実
施
さ
れ
た
も
の
。
朝
八
時
、
ハ
シ
ゴ

や
勇
枝
機
な
ど
、
七
つ
道
具
を
積
み
込
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
で
役
場
へ
到
着
す
る
と
す
ぐ

さ
ま
作
業
を
開
始
。
ハ
シ
ゴ
に
足
を
か
け

馴
れ
た
手
つ
き
で
テ
キ
パ
キ
と
勇
足
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

数
時
間
後
、
党
是
が
終
わ
っ
た
樹
木
は

見
違
え
る
ほ
ど
ス
ッ
キ
リ
し
た
姿
に
変
身
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
枝
葉
の
間
を
吹
き
抜

け
て
い
ま
し
た
。

賂
民
地
域
畜
産
共
進
会

蕃
加
治
木
町
は
団
体
三
位

姶
良
地
域
畜
産
共
進
会
が
九
月
十
六

日
・
十
七
日
の
両
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
、
姶
良
郡
内
か
ら
百
八
頭

の
肉
用
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
の
出
品
は
十
二
頭
で
審
査
の
結
果
、
団

体
の
部
で
三
位
に
入
賞
、
女
性
部
審
査
競

技
会
で
も
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
渡
り
肉
用
牛
改
良
に
貢

献
さ
れ
た
と
し
て
、
上
束
木
の
市
野
親
義

さ
ん
が
畜
産
功
労
者
特
別
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

【
個
人
成
績
】

▽
若
雌
一
部

末
吉
　
泰
（
最
優
秀
賞
一
席
）

田
代
快
男
（
最
優
秀
賞
二
席
）

▽
若
雌
二
部

垂
水
勝
博
（
最
優
秀
賞
二
席
）

▽
若
雌
三
部

内
村
フ
ミ
子
（
最
優
秀
賞
六
席
）

▽
父
系
群

榎
田
静
雄
（
最
優
秀
賞
二
庸
）

山
口
正
春
（
最
優
秀
賞
二
席
）

日
高
　
親
（
最
優
秀
賞
二
席
）

▽
育
種
価
母
系
群

向
江
　
透
（
優
秀
賞
）

市
来
原
京
子
（
優
秀
賞
）

▽
成
雌
牛
区

榎
田
静
雄
（
最
優
秀
賞
四
庸
）

岩
穴
口
治
男
（
最
優
秀
賞
人
膚
）

畜
産
共
進
会

勝
博
さ
ん
が
優
秀
賞

十
月
七
日
・
八
日
に
姶
良
中
央
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
た
県
畜
産
共
進
会
に
お
い

て
、
姶
良
郡
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
た
弥

勒
の
垂
水
勝
博
さ
ん
所
有
の
「
し
げ
ふ
く

2
の
4
号
」
が
若
雌
一
区
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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○

書
絆
．
し
ま

貸
借
、
破
産
、
交
通
事
故
紛
争
等
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
調
停
協
会

皿
　
（
6
2
）
　
2
6
6
6

平
成
1
7
年
加
治
木
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
平
成
1
7
年
1
月
9
日

（
日
）
午
前
1
0
時
～

○
会
場
　
加
音
ホ
ー
ル

○
対
象
者
　
昭
和
5
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
0
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
加
治
木
町
に
在
住
し
て

い
る
、
又
は
在
住
し
て
い
た
人
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

Ⅲ
　
（
銭
　
2
1
1
1
内
線
3
2
1

1
0
月
1
日
か
ら
献
血
受
付
時
に
本

人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
を
最
良

と
し
ま
す
が
、
バ
ン
ク
カ
ー
ド
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
も
当
面
は
献

血
可
能
で
す
。
輸
血
を
受
け
る
患
者

さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
も
、
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

皿
0
9
9
（
2
5
1
）
　
3
1
4
1

厚
生
労
働
省
で
は
、
毒
ガ
ス
の
製

造
、
運
搬
に
従
事
し
た
方
に
対
し
、

毒
ガ
ス
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
救
済

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
事

業
所
で
従
業
員
と
し
て
従
事
し
て
い

た
人
は
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
旧
陸
軍
造
兵
廠
忠
海
製
造
所

・
旧
相
模
海
軍
工
廠

・
旧
陸
軍
造
兵
廠
曽
根
製
造
所

・
旧
陸
軍
広
島
兵
器
補
給
廠
忠
海
分

廠
▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

皿
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
1
1
4

ン
パ
ス
　
（
日
置
郡
吹
上
町
和
田
）

○
内
容
　
農
畜
産
物
試
食
販
売
、
各

種
模
擬
店
、
パ
ネ
ル
展
示
、
大
型
農

業
機
械
展
示
、
農
大
公
開
講
座
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
農
業
大
学
校

皿
0
9
9
（
2
4
5
）
　
1
0
1
1

2
月
1
2
日
、
熊
本
県
荒
尾
市
雑
木

林
内
で
発
見
。
0
0
～
7
0
歳
代
男
性
、

身
長
1
6
0
～
1
1
0
m
。
茶
色
長

袖
ハ
イ
ネ
ッ
ク
シ
ャ
ツ
、
灰
色
ウ
ィ

ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
様
ズ
ボ
ン
、
水
晶

様
数
珠
状
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

▽
問
い
合
わ
せ
先

荒
尾
市
福
祉
事
務
所

Ⅲ
0
9
6
8
（
6
3
）
　
1
1
1
1

「
地
域
の
福
祉
み
ん
な
で
参
加
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
1
0
月
1

日
（
金
）
か
ら
1
2
月
3
1
日
（
金
）
ま

で
の
3
か
月
間
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
共
同
募
金
会

田
0
9
9
　
（
2
5
1
）
　
3
1
5
0

刑
務
所
の
実
情
や
役
割
に
つ
い
て

御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
矯
正
展
を

開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
日
月
2
0
日
（
土
）
午
前
9

時
～
午
後
4
時
、
2
1
日
　
（
日
）
午
前

9
時
～
午
後
3
時

○
場
所
　
吉
松
町
総
合
体
育
館

○
出
品
物
　
お
茶
、
木
工
製
品
、
金

属
製
品
、
革
製
品
、
そ
の
他

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
刑
務
所
企
画
部
門

田
　
（
7
5
）
　
4
3
4
2

開
聞
閣
圏

〇
日
時
　
日
月
2
0
日
（
土
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

○
場
所
　
国
分
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

○
相
談
員
　
調
停
協
会
調
停
委
員

○
内
容
　
①
家
事
関
係
（
婚
姻
、
離

婚
、
遺
産
相
続
等
）
　
②
民
事
関
係

（
土
地
・
建
物
等
不
動
産
、
金
銭
の

県
民
に
広
く
農
大
お
よ
び
農
業
・

農
村
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
「
農
大
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
　
1
2
月
1
8
日
（
土
）
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

○
場
所
　
　
県
立
農
業
大
学
校
キ
ヤ

国
分
市
、
姶
良
郡
内
に
所
在
す
る

従
業
員
5
0
人
未
満
の
事
業
場
の
事
業

主
・
従
業
員
を
対
象
と
し
た
無
料
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
日
　
1
2
月
1
日
（
水
）
、
1
2

月
1
5
日
（
水
）
　
午
後
2
時
～
4
時

○
場
所
　
隼
人
町
姶
良
郡
医
師
会
館

○
内
容
　
①
健
康
診
断
結
果
に
基
づ

く
相
談
　
②
病
気
の
相
談
や
予
防
及

び
生
活
習
慣
病
の
予
防
法
　
③
心
の

健
康
に
関
す
る
悩
み
　
④
職
場
の
労

働
衛
生
　
⑤
そ
の
他

▽
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
大
口
伊
佐
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー

Ⅲ
　
（
坐
　
1
2
0
5



「お知らせ」が電話で開けます。
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捌弱敬三：窃鈷匠王都塵昭 
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町特産品協会では、11月15日から11月30日まで、町内の特産品を詰め合わせた「加治木うんま 

か便」の申込みを受け付けます。どうぞ御利用ください。（オールクール便で発送します。） 

セット名 �税・送料込み価格 �商　　品　　内　　容 

A �3，150円 �かじきまんじゅう、龍門司焼、人参ピクルス、加治木銘菓、西洋わさび 
入ドレッシング、きびなご南蛮漬、芋コンニャク、季節の野菜 

B �3，150円 �かじきまんじゅう、お茶、西洋わさび入ドレッシング、加治木銘菓、豚 
味噌、さつま汁、季節の野菜 

C �3，150円 �かじきまんじゅう、さつま場、さつま菓子、かじきせんべい、地大豆味 
憎、人参ドレッシング、芋コンニャク、季節の野菜 

D �4，200円 �かじきまんじゅう、さつま場、お茶、龍門司焼、地大豆味噌、人参ド レッシング、芋コンニャク、豚味噌、さつま汁、かじきせんべい、季節 

の野菜 

〔問い合わせ先〕加治木町特産品協会（商工会内）（TEL63－2295　FAX　62－5644） 

LPガスが燃焼するには、たくさんの空気（酸素）が必要です1

空気が不足したまま燃えていると、不完全燃焼を起こし、一酸化炭素

が発生しまも一酸化炭素は毒性がとても強いので少し吸い込んだ

だけでも中毒を起こしますガス器具を使用する時は、しっが）

換気してください。不完全燃焼防止装置など安全装置付きのガス

器具の使用もしくはCO警報器の設置をおすすめします。

詳しくは、LPガス販売虐 �お問い合わせください。 �ちらでも群しい原綿をご覧いただけますl LPガスホームページ【宴会・エコライフLPガス〕 �mHH劃▼▲▼▲1▲▼▲▼▲▼ �賀1聾！℡ま161● 
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七性のがん検診の対象年輪が変わりました
S国のがん検診実施のための指針が改正され、女性のがん検診が次のように変わります。i
I

子宮がん検診 �� �乳がん検診（隔年実施） 

15年度まで �16年度から ��15年度まで �16年度から 

対象年齢 �30歳以上 �20歳以上 ��30歳以上 �40歳以上 

検診方法 �子宮頚部がん �変更なし ��・視触診のみ �・視触診のみは廃止 

・視触診とマンモグラ �・視触診と超音波検査は廃止 

のみ実施 ���フィー �・40歳代はマンモグラフィー 

（維I胞診） ���“視触診と超音波検査 �撮影枚数が2枚から4枚へ ・50歳以上は現行どおり 

検診料金 （自己負担） �1，100円 �1，100円 ��・視触診600円 ・視触診とマンモグラ フィー、視触診と超 �・視触診とマンモグラフィー 40歳代　2，400円 

音波検査 いずれも1，600円 �50歳以上　　　1，600円 

；☆　平成16年度は平成17年1月7日（金）・11日（火）～14日（金）に子宮がん検診と骨粗髭症検診をセツ！
，　トで実施します。（乳がん検診は平成17年度に実施）　　　　　　　　　　　　　　　i

i☆　今回新たに対象者となる20歳から29歳までの方で受診を希望される方は、11月30日（火）までに保健“

；　センターへお申し込みください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
，☆　検診（拍覚症状のなし、がんの早期発見に有効ですo自覚症状（不正出血・乳房のしこり等）がある方は；

；　早めに専門医で受診しましよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

；○子宮がんの専門医．．．婦人科　　○乳がんの専門医…．外科　　　　　　　　　；
1

1

，

t
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年金制度i雅代と世代の支え合い嘗
平成16年3月末現在、加治木町内では4，866人の霊

思方が30億1，539万円の国民年金を受給しています。墨

書長い老後生活の保障を子供に頼るだけでは万全とは邑

霊言えず、貯蓄などで備えることも大切ですが、将来目
早の社会経済がどのように変化し、どのくらいの備え富
i」

］が必要かは誰にもわかりません。このような老後を

i社会全体で支える仕組みが国民年金などの公的年金

圧す。　　　　　　　　　　　吉
≡i　公的年金は世代間扶養の社会保険方式となってい嵩

圧す。安心した老後の生活が送れるように公的年針

ないようにしましょう。住民課国民年金係や社会供与

◆

道路交通法が一郭改正され暮しだ
11月1日から道路交通法の一部が改正されました。

主な改正点は次のとおりです。

○運転中に携帯電話等を手に持って通話のために

使用したij、画像を注視したりした場合

※行政処分点数　1点　が付加されます。

大型車等 �普通・自二輪車 �原付自転車等 

反則金額 �7，000円 �6．000円 �5，000円 

○騒音運転をしたり消音器不備の状態で走行した
を理解し、国民年金保険料の納め忘れや手続漏れの冨　　場合

…険事務所では、随時年金相談を受け付けています。

；【問い合わせ先】

Ro加治木社会保険事務所　国民年金業務課

℡62－3511（代表）

○加治木町役場　住民課国民年金係

℡62－2111（内線124）
、立田亡＝iE三［三二エロ⊂エロこつこつロ亡］⊂コロロこ＝ロ二］亡＝iロロエコi＝⊃巨］塵ユニコ参＼

大型車等 �普通・自二輪車 �原付自転車等 

反則金額 �7．000円 �6，000円 �5．000円 

○飲酒検地拒否に対する罰則の引上げ

上限5万円　－う　30万円

㌔　【問い合わせ先】加治木警察署　℡62－0110

I

i

i

－

′
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囲匪墓園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

男費共同参画
11月12日－25日は「女性に対する暴力をなくす連動」実施期間

暴力はその対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に夫・パー
トナーからの暴力、性犯罪、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴力は、女性の人権

を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

運動期間中の11／20（土）13：00－16：45　県民交流センターでrDVを託さない社会づくりのために」の

講演会・シンポジウムがあります。基調講演の講師は武井美智子さん（武井内科グ）ニック院長・こころのサ
ポートアミ代表）、シンポジウムは4名のパネラー（武井美智子・丸尾直樹・岩元修一・堀之内保隆の各氏）と
コーディネーターはたもつゆかりさん。300人定員で申込順、託児あり。下記交流センターまたは役場総務課へ。

※相談室の御案内、県男女共同参画センター（旧県庁跡）

電話・面接・法律・心と体の健康相談　専用電話　099－221－6630／6631

（休みは月曜日、月曜日が祝日の場合翌火曜日）

「女性のための総合相談」の相談員養成講座終了！

8月から9月にかけて5回実施

し、12人の相談員候補の方々が、

真撃に相談者の援助のための心得

等を学びました。

性別役割分担意識で起こるDV

（ドメスティ　ック・バイオレン

ス）やセクハラ等の様々な問題に

対して、適切に援助できるような

体制の準備が少しずつ整いつつあ

ります。

！夢二二二‾ �� 

0 ��� � � �e 瞥 � 
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、置 
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「ふれあい子育てサロン」に参加してみませんか？

子育て中のお父さん・お母さんが、子育てを通してふれあう「ふれあい子育てサロン」が、9月から町内6箇

所（ふれあいセンター・陶夢ランド・蔵王団地公民館・塩入公民館・豊町公民館・赤坂団地公民館）で開催され
ています。男女共同参画も子育てを支援します。連絡先は　Te162－2281愛下さん。
一、－－－－－－－－－－－－－－一　　　　　　　　　　　　一一一一－－－－一一一一一一　　　　　　一　　　一一一一－一mへm一一一一　　　　　　　　　　　一一一一一一一m－－－　　　　　一　　　　一一一一一一－－～一　一一一一　　　　一一一　　　　一　一一－‾－‾‾‾‾

「地域参画支援セミナー」受講生募集（実践講座・5回連続）

男女共同参画に関する基礎的な
知識を持った方で、地域づくりに

関わるこれまでの実践や今後の構

想を事例研究する演習方式による
「地域づくり事業経営計画」を策

足します。

日時：12／11、1／8、1／22、2／19、3／5

（毎週土曜）13：15－16：45

（1日2講座）

内容：講義、コーチング、プレゼ
ンテーション

講師：たもつゆかり、武隈晃氏

「環境のことを考える学習と対話集会」

加治木町女性団体連絡協議会主催で、マイバッグキャ
ンペーン期間中の10月18日、福祉センターに於いて商工

会・スーパー・行政・生活者など約60人が集まり、「マ

イバッグを持参しないのはなぜ？」と提起。グループに

分かれ熱心に討議し‘‘買い物はマイバッグでゴミ減量’’

を各団体や行政・住民が一緒になって実施したいと訴え

られました。

「男女共同参画」も女性のネットワークを支援します。

定員：30人

会場：県民交流センター

申込期限：12月1日

Tel O99－221－6603

Fax O99－221－6640

げ開催されました！
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9月24日、ゴーヤ農家の畠中ビデ子さんを招いて、柁城小　細Sn∵孟丁

学校で交流給食がありました。その際、6年生の子どもたち　　章

にゴーヤ作りの苦労話や、やりがい等を畠中さんに話してい

たたきました。子どもたちは、直径5cm程のゴーヤの茎に驚

き、目をきらきら輝かせて話に聞き入っていました。

その後、畠中さんやJA姶良の福崎さんたちといっしょに

給食に出たゴーヤを食べました。「今日ゴーヤが好きになっ

た人」という担任の有馬先生の声に、「はーい」とたくさん

の手が挙がりました。「今日のゴーヤは甘くておいしかった。

（6年宮本異曲さん）」と、子どもたちも満足そうでした。

食の大切さを学びながら、それを支える農業についても学

ぶことができました。

子どもの教育の悩みを受け付けます 

○不登校及び不登校傾向については 

ふれあいルーム　62－4055（加治木駅裏） 

教育委員会　　　62－2111　学校教育課 

各学校 

○いじめ等につしヽては 

各学校・教育委員会・姶良教育事務所 

いじめホットライン　0120－783－574 

1 1 �青一一 位／／ノ〝 

古の加治木を学ぶ輪読会

江戸時代の終わりごろに書かれた「柁城（かじ

き）名勝志」を読み解く輪読会が、郷土館で開催さ

れています。加治木町文化財保護審議会の川常兼幸

先生を講師に、9月28日から毎週火曜日の開講です。

川雷先生手作りのテキストをもとに、加治木の歴

史、寺院の由来、特産品などを学んでいます。

町郷土館では、「加治木の文学一詩に詠われた加

治木の風景展」も計画中です。秋冷の候、皆様も覗
いて見られてはいかがでしょうか

学園紹介　　　ふるさとに開かれた学較づくり　一一一一一一十永原小学校 
こミミ 

《勤労生産体験活動》自分の花や野菜を育てる体験活動に全児童が」、「 　　墨 流し育てることの苦労や収穫の喜びを学んでいます。 　　　′∴∴ 始まり、5人の特認生が転学・入学してきました。少人数のよ � 

さや自然の豊かさに触れ、嬉々とした毎日を過ごしています。■国王星　　　　一・辛宅蓮 
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毒しヽ空・花と緑・澄んだ空気

顧鱈閲蝿閲覇劃圃
すヽ■l　　加治木町小規模校入学特別認可制度（特認校制度）を利用して、

鮭　　町内のどの校区の児童でも、自宅から通学できます。

1．特認校制度の趣旨

特認校制度は、豊富な自然環境に恵まれた小規模枚の特性を活かし、心身の健康増進、体力づくり、個別学習、

自然体験学習等を通して、豊かな人間性を培いたいと希望する保護者や児童に対して、一定の条件を付して特別

に入学や転学を認める制度です。

2．特認校への入学・転学

加治木町内に住所を有する児童が通学する小学校については、町教育委員会が学校を指定していますが、特認

校制度は保護者がこの制度の趣旨と目的を理解し、永原小学校の教育を受iナたいと希望する場合に限定して、特

別に通学区域を指定するものです。

したがって、保護者が永原小学校への入学・転学を希望する場合は、別に定めた入学・転学条件を十分に理解

したうえで申し込み、町教育委員会が許可するものです。

3．入学と転学の条件

（1）保護者の申込み

制度の趣旨に沿ったものであるか、入学が適当であるかどうか

を面談により判断しますので、保護者は児童同伴のうえ町教育委

員会学校教育課に申込みください。

（2）通学上の条件

スクールバスでの通学となりますので、一人で通学できる児童

とします。

（3）保護者の協力

児童が住所を有する通学区域以外の遠距離の学校に通学するこ

とから、登下校における安全の確保、学校の諸活動への協力、P

TA活動への協力等が不可欠になります。

（4）転入学の期間

1年間の通学契約とし、更新が可能です。

4．募集要項

・孟 l、守一 手短銅器患書下＋ �ir 

i 二ノ● 子÷r∴∴ ��ー＿工 ヽ ＼∴∴亘∴ －i一‾ii‾ご‾ l 槻 �。£共裏 

∴＿鴨 ∴1“∴● �� 

＋農：∴∴÷ �．ミ 

再臨圏回書園田甫 　∴亡、 波＼、‘‘、黒二割 1‾1 －11‾細腰軸血血清＼ご一・1 

」一一二一 

靖援軍薫製丁目・鼻鴨や敢 

一・読葦 ヽ∴◆”∴∴：＿ 

刷へ竜 � �‾8－　一干草∴ 

（1）募集期間　平成16年11月25日（木）－平成16年12月24日（金）

ただし、土曜日、日曜日、祝日は除きます。

（2）申込先　教育委員会学校教育課（役場南庁舎3階）
TEL62－2111（内線341）

※入学・転学の決定は、1月下旬までにお知らせいたします。

永原小学校では、いつでも、だれでも学校参観できる「フリータイム学校参観」また平成17年2月14 

（月）から2月18日（金）までは「学校参観週間」を計画していますo特に2月16日（水）は、一日体験入 

学及び保護者説明会等を実施する予定です。気軽に子どもたちの様子や学校の様子を見学してくださいo募集 

期間以降も随時、転入学の受付をしています。 

※　8：15から17：○○まで受付しています。 

問し、合わせ先　永原小学校　TEL62－2816 
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第7章「省エネルギーのスズメ」

私たちの暮らしの中の行動が温暖化防止につながる

温暖化の原因は私たち人間の生活の中にあります。そのことを家族で話し合って再確認す

るとともに、防止する方法も私たちの生活の中にあること、そのために一人ひとりの行動が

とても大切です。省エネルギー行動は、無理せず、できることを継続的に実践することが原

則です。自動車を徒歩に切り替えた結果、買い物が楽しくなった、テレビを減らして別の趣

味ができたなど、省エネルギー行動が自分の生活にもプラスになるようにしましょう。

・遍野面 才の）ご妻妾＿ 重し‾臨孟託宣‾ � �自動車などから排出される二酸化炭素（C02）の排出は急速に増加しています。 地球にやさしいエコドライブを心かけて、温暖化防止に協力し暮しょう。 　　調強にやさしい、章との10のつきあい方i公義教教義書物億予断協会より握京 

空ぶかしをしない

空ぶかしは鮭料を禦難に使い、窒素酸

化物などの大気汚葉物貫を禦用にま

き触らすたけで、なんのメリットもあり

ません。空ぶかし10回で約60cc（釣

700m走行分）の蛙料が意蚊になりま

す。

軍事 急発進、急加速しない

アクセルを大きく疎んだときにはエン

ジンに高い負担がかかって、棲焼温度

も高くなり、窒素酸化物の捧出重が増

えてしまいます。急発進10回で約

170cc（約2，000m走行分）の棲料が

禦蚊になります。

軍事 不要な荷物を載せない

不要な荷物を積んで走ると自動事が重く

なり・エンジンに余部な純がかかりまず　く

。この結果、蝕料を多く使い、窒素酸化物

の排出量も増えています。1飲gの不要な

荷物をのせて50km走ると、約15cc（約

180m走毎分）の蝕料が意蚊になります．　し＿＿

計画的ドライブ

意地回なドライブで目的地までの道に

迷えば、時間の禦難、蟻料の意韓にな

ります。不要に排出ガスをまき散らす

だけです。道に迷って10分余部に走

ると、釣350cc（釣4．100m走行分）

の棲料が禦難になります。

事案 定期的点検整備

タイヤの空気圧不足等堅持な整備不

良が原因でも、捧出ガスの重が多くな

ることがあります。点捜・整韓をきちん

と行うことで未然に防止することがで

きます。空額田0．5kgIcm2減のタイ

ヤで50km走ると、約150cc（約

1．800m走行分）の松料が禦馳こなり

ます。（適正なタイヤの空気圧は2．4kg／cm2）

∴誓書十
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冷房の温度を1℃高く、暖房の温度を1℃低く設定する

カーテンを利用して太検光の入射を

調整したり、基る持去工夫するとお種

類強に頼らないで過ごせます．冷庫裏

を入れる時期を少し縛ってみるのも．

年間的31kgのc02の削減、 

年間で約2．00°円の節約 

週2日往復8kmの車の運転をやめる

連動や賢い物の臓にバスや鉄道、自転

車を利用し毒しよう．歩いたり自懸軍

を使う方が健鷹にもいいですよ．

年間約185kgのc02の削減、 

年間で約8．000円の節約 

吐震＿享／モーI

1日5分間のアイドリングストップを行う

器蒜紫霊器課せ垂ら
の機出棚減にも寄与します。

年間約39kgのC02の削減、 

年間で約2．000円の節約 

待機電力を90％削減する

主置翼を切りましょう。嘉納調使わない

ときはコンセントを抜きましょう。また、

家書組晶の賢い換えの語には待機重力

の少ない物を選ぶようにしましょう．

年間約87kgのC02の削減、 

年間で約6．000円の節約 

シャワーを1日1分家族全員が減らす

身体を洗っている調、お鶏を漬しっぱ

なしにしないようにしましよう。

年間約65kgのc02の削減、 

年間で約4．000円の節約 

了

風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

浅漬や塵の水やりのはめヽ、トイレの水

に使っている人もいます．震り連利用

のために高層されているポンプを使う

と優利です．

年間約17kgのc02の削減、 

年間で約5．000円の節約 

ジャーの保温を止める

ポットやジャーの保温は利用時間が畏

いため、多くの軍籍を消費します．ご

ほんは章子レンジでiさめなおす方が

重力の消費は少なくなります．

年間約31kgのc02の削減、 

年間で約2．oooRの節約 

家族が同じ蔀屋で団らんし、暖房と照明の利用を2割減らす

象壕が別々の龍教で過ごすと、重さも

照鋼も余柵に必要になります。

年間的240kgのc02の削減、 

年間で約11．000円の節約 

買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ

トレーやラップは象に撮れiま、すぐごみ

になります．賢い複製を持ち歩いけば

レジ袋を減らせます．

年間的 �58kgのc02の削減 藍薗
テレビ番組を選び、1日1時間テレビ利用を減らす

寛たい番組だけ選んでみるようにしま

しょう●

年間約13kgのC02の削減、 

年間で約1．0ooRの節約 
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Heyeveryone川’sfinallyautumn！

皆さんこんにちは！とうと

う秋になりました。涼しい天

気は気持ちいいですが、寒い

朝はなかなか起きられず大変

です。先日、福祉センターで

行われた金婚式で巫女になり

ました。とても不思議な経験

でした。袴を着るのはちょっ

ときつくて辛かったですが面

白かったです。また、町民体

育祭にも参加し色々な競技を

観客席から応援して大興奮し

ました。

◆台湾デザート料理教室

10月9日には私の初めてのイベント『台湾デザー

ト料理教室』を開催しました。メニューはパールミ

ルクティー、トマト飴と台湾スタイルかき氷でした。

かき氷のトッピングは手造りカラメルプリン、薩摩

芋回、黒タピオカ、ライチナタデココ、マンゴープ

リン、黒砂糖シロップ、練乳と蜂蜜等いっぱいあり

ました。寒くならないうちに皆と一緒に台湾スタイ

ルかき氷を作ることが出来てよかったです。今回参

加した人は、外国人8人と日本人22人でした。皆様、

御参加いただき有難うございました。次回も一緒に

外国の料理に挑戦してみましょう！

◆私のカルチャーショック

私は10月28日で加治木に住んで九三か月になりま

した。この三か月で色々なことを経験しカルチャー

ショックもたくさん受けました。

まずは天気のこと。私がバンクーバーを出発した

のは7月24日でした。バンクーバーの気温は25度で

したが10時間の飛行後、気温37度の日本へ着きまし

た。バンクーバーは夏でもすごく乾燥し涼しいので

37度の蒸し暑い日本の気候は辛かったです。また日

本の台風にも驚きました。一つだけならまだしも16

号、18号、21号、23号まで上陸しました。本当にも

ういいです。もう来ないではしいです。これからは

穏やかな冬が来ることを楽しみにしています。

二つ日のカルチャーショックは正座することです。

私は東京に留学した時も正座したことはありません

でした。だから今回加治木に来ていくつかの歓迎会

で正座しましたが、足は早々としびれてしまいまし

た。やはり小さい頃から訓練しないと正座はできな

いと思いました。これからも多分勝手に足を崩して

しまいますが、不慣れということで大目に見てくだ

さい。それと歓迎会で不思議に思ったことがもう一

つありました。それはみんな飲むばかりであまり食

べないことです。歓迎会の時、人と話している時に

私は食べたかったのですが、皆食べてなかったので

「失礼かな」と思い、結局その日はおにぎり一つと

卵焼きしか食べませんでした。お腹が空きました！

三つ目のカルチャーショックは日本の銀行のこと

です。私は銀行で通帳を作り、キャッシュカードを

もらえて嬉しかったです。これからはいつでもお金

を下ろせると思ったら違いました。バンクーバーの

ATMは24時間稼動でいつでもお金を下ろせるし手

数料も要りません。ところが、日本の場合は色々な

時間の制限があり、そして日時によって手数料がか

かる場合もあります。バンクーバーのように朝6時

にお金を下ろすことができなくて少し残念でした。

これからATMの使い方は時間に合わせ、ちゃんと

計画しなくてはいけないと思います。

私は今回日本に来る前に、東京に一年間住んだこ

とがあるのでカルチャーショックはないと思ってい

ました。けれども加治木に来て、働いて、やはり自

分の想像通りではないことがわかりました。色々な

カルチャーショックは受けましたが、これからも

様々な国際交流イベントを通じて、加治木の皆さん

と交流したいと思います。頑張ります！

園



「お知らせ」が電話で開けます。i籠駆撥離鵬

薫器轟隷輔　車晶 　　　土 　たあよさ、館 �� 

塞 � 
雑纂こ黙諾莞響壁写経繍議今描誤字こいl 　　　iナ 　　　l 

11月は器諜灘悲恩寵掛の納期です
納期限（11月30日）までに納めましょう。納税は手軽で便利な口座振替で！

手続は、預金口座をお持ちの銀行や農協等で蘭学にできます。

聞しヽ合わせ先　役場税務課　℡62－2111（内線102－104）
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r � �門司 �モ：＿ †－ �畠 �� 

場所 合わ � �lE▲ ；l 司槻票 � �l lI” ��○○ SS m 〃 

▲　詞書日p ��業組合 ��62－2549 

11月・12月眼科医在宅医衰 

月　日 ��病　院　名 �電話番号 � 

11 月 �14（日） �西　眼　科　医　院 �62－2526 21（日） �隼人福島眼科 �64－2940 

23㈱ �椎原眼科医院 �43－1050 

28（日） �青雲病院眼科 �66－3080 

12 月 �5（目） �田中眼科医院 �65－3986 
12（日） �渡辺眼科クリニック �45－6888 

19（日） �い　ち　ち　眼　科 �47－3618 

23㈲ �神　村　眼　科 �64－5556 

26（日） �隼人福島眼科 �64－2940 

※在宅医は往診i丸＼たしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 
※原則として緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

11月・12月在宅医衰 

月　日 ��病　院　名 �電話番号 � 

11 月 �14（日） �さんのう内科 �63－3000 21（日〉 �壱　帳　内　科 �62－2222 

23㈱ �みなとまちクリニック �63－9791 

28（日） �すごやかクリニック �62－0308 

12 月 �5（日） �佐　藤　医　院 �59－2607 
12（日） �iI畑　内　科 �63－1499 

19（日） �壱　岐　医　院 �59－2019 

23㈱ �徳　永　医　院 �58－2302 

26（日） �松下完治内科 �62－0084 

※診療時間は午前9時～午後5時です。 
※当日の往診ならびに緊急以外の受診は’ ���御遠慮ください。 

日曜・祝日歯科救急診療（午前9時～午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL翰－4駆） 

平成16年10月1日現在

総人口
23，147人（－12）

国
10，690人（－4）

図
12，457人（－　8）

固蕗の
9，150（－12）

出　生　　　11人

死　亡　　　17人

転　入　　　65人

転　出　　　71人

※（）内は前月との比較

※集計の関係で、前月1日

の人口を掲載しています。
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日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た。
香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（　　）　は故人

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
◆

柳
　
田
　
　
黒
田
　
匝
子

（
夫
　
展
夫
6
7
）

束
諏
訪
　
　
古
城
　
ミ
ヨ

（
夫
　
孝
男
撃

天
　
神
　
　
上
小
牧
幹
雄

（
父
　
静
7
9
）

須
　
崎
　
　
外
薗
ト
シ
子

（
夫
　
陽
一
的
）

端
　
山
　
　
徳
田
　
イ
ツ

（
美
　
幸
三
笠

札
　
立
　
　
太
田
　
常
男

（
妻
　
ピ
サ
子
8
1
）

中
　
央
　
　
森
　
和
裁

（
母
　
ヒ
メ
子
撃

須
　
崎
　
　
郡
山
　
公
彦

（
母
　
ク
ツ
撃

中
福
良
後
　
福
岡
　
久
男

（
妻
　
弘
子
的
）

▼
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
御
寄
附
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
の
広
報
か
じ
き
（
1
0
月
号
）

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

●
1
3
ペ
ー
ジ
　
感
想
文

‘
7
’
ヽ
く

誤
　
原
口
晃
行

正
　
原
田
晃
行

●
1
8
ペ
ー
ジ
　
竜
門
句
会

く
一
⊂
－
く
ー
く

誤
　
犬
堂
利
春

正
　
犬
童
利
春
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閏撥乳 　去二一月と 

かけ干し竿が倒れて稲をかけ直す
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力作そろいだった町美術協会展（9／25－9／30）
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九州電力加治木営業所かソツジやサザンカなどの苗木

100本を町へ寄贈（左が園田浩司加治木営業所長）
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丁報懸慈竪琴＼ヘ　ー 
一、二たニー善言、　　　　　　　＼－、“ 

∴＿＿＿＿一二玉蓋　し 
網掛川公園の桜が開花（10月6日）

町民体育祭で選手宣誓する木田第一地区の

Fl国費久くん

海老原博子さんが人権擁護委員に委嘱されました
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町
役
場
総
務
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